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「
創
業
塾
」受
講
者
募
集

更
新
に
な
り
ま
す

高
齢
者
紙
お
む
つ
 

支
給
サ
ー
ビ
ス

道
路
の
調
査
を
行
い
ま
す

家
庭
福
祉
員
を
 

利
用
し
ま
せ
ん
か

８
月
４
日
（
火
）
＝
南
市
民
セ
ン
タ
ー

８
月
６
日
（
木
）
＝
堺
市
民
セ
ン
タ
ー

８
月
１１
日
（
火
）
＝
鶴
川
市
民
セ
ン
タ
ー

８
月
１３
日
（
木
）
＝
な
る
せ
駅
前
市
民
セ
ン
タ
ー

８
月
１８
日
（
火
）
＝
忠
生
市
民
セ
ン
タ
ー

出張
教育相談

　
こ
の
委
員
会
は
、
外
部
の
有
識

者
に
よ
る
専
門
的
見
地
か
ら
の
助

言
・
提
案
を
生
か
し
て
行
政
経
営

改
革
を
着
実
に
推
進
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
、
３
人
の
専
門
委
員（
岡

本
正
耿
氏
、
金
谷
隆
正
氏
、
水
町

浩
之
氏
）
と
市
長
、
両
副
市
長
、

市
の
部
長
５
人
が
出
席
し
て
意
見

交
換
を
行
い
ま
す
。

　
委
員
会
は
公
開
で
行
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
お
い
で
下
さ
い
。

【
２
０
０
９
年
度
第
１
回
町
田
市

行
政
経
営
監
理
委
員
会
の
お
知
ら

せ
 】

4
8
月
５
日
（
水
）
午
前
１０
時
〜

正
午

5
ひ
な
た
村
カ
リ
ヨ
ン
ホ
ー
ル

6
２
０
０
７
年
度
「
経
営
改
革
会

議
」
の
テ
ー
マ
の
取
り
組
み
状
況

（
①
人
材
育
成
②
市
民
病
院
経
営

③
財
産
管
理
・
運
用
）

8
２０
人
（
抽
選
）

2
往
復
ハ
ガ
キ
に
会
議
名
・
住
所

・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、

７
月
２７
日
ま
で
（
必
着
）
に
経
営

改
革
室（
〒
１９４
―
８
５
２
０
、
中
町

１
―
２０
―
２３
、
1
７
２
４
・
２
５

０
３
）
へ
。

古着の出し方

紙資源の出し方

透明・半透明の袋に入れる

雨の回収日には、ご注意下さい雨の回収日には、ご注意下さい!

紙資源と古着の集積所への出し方紙資源と古着の集積所への出し方
雨の回収日には、ご注意下さい!

紙資源と古着の集積所への出し方

傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

行
政
経
営
監
理
委
員
会

国
民
健
康
保
険
限
度
額
適
用
認
定

証
が

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
７５
歳
未
満
の
方
（
長
寿
医
療
制

度
加
入
者
を
除
く
）
で
、
入
院
時

に
医
療
費
の
負
担
が
少
な
く
な
る

「
国
民
健
康
保
険
限
度
額
適
用
認

定
証
」
ま
た
は
「
国
民
健
康
保
険

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
」
を
お
持
ち
の
方
は
、
７

月
末
日
に
期
限
が
切
れ
ま
す
。

　
８
月
か
ら
は
、
平
成
２１
年
度
市

民
税
課
税
状
況
に
よ
り
所
得
区
分

を
判
定
し
、
認
定
証
を
交
付
し
ま

す
。
引
き
続
き
入
院
さ
れ
る
方
、

入
院
の
予
定
が
あ
る
方
は
、
申
請

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
申
請
で
き
る
方
は
①
国
民
健
康

保
険
税
に
未
納
が
な
い
７０
歳
未
満

の
方
、
②
７０
歳
以
上
の
平
成
２１
年

度
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
で
 

す
。

　
交
付
ご
希
望
の
方
は
、
国
民
健

康
保
険
証
を
お
持
ち
に
な
り
、
市

役
所
本
庁
舎
４
階
保
険
年
金
課
保

険
給
付
係
で
手
続
き
を
し
て
下
さ

い
。

※
市
民
セ
ン
タ
ー
等
で
は
、
手
続

き
で
き
ま
せ
ん
。

1
保
険
年
金
課
1
７
２
４
・
２
１

３
０

　
皆
さ
ん
が
快
適
で
安
全
に
道
路

を
利
用
す
る
た
め
、
市
内
全
域
で

道
路
の
舗
装
状
況
及
び
、
破
損
か

所
の
調
査
を
行
い
ま
す
。

　
調
査
は
、
画
像
撮
影
搭
載
車
両

で
、
道
路
の
撮
影
を
行
っ
た
後
、

調
査
員
が
現
地
調
査
を
行
い
ま
 

す
。

　
な
お
、
調
査
を
行
う
者
は
、
市

発
行
の
身
分
証
明
書
を
携
帯
し
て

い
ま
す
の
で
、
ご
不
審
の
際
は
証

明
書
の
提
示
を
お
求
め
下
さ
い
。

期
間
７
月
中
旬
〜
１０
月
下
旬

1
建
設
総
務
課
1
７
２
４
・
１
１

２
４
 

夢
を
現
実
に
!
め
ざ
せ
起
業
家
!

　
創
業
の
た
め
の
基
礎
知
識
か
ら

具
体
的
な
事
業
計
画
作
成
ま
で
実

践
的
な
知
識
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
提
供

す
る
講
習
会
を
実
施
し
ま
す
。

3
市
内
で
創
業
を
め
ざ
す
方
で
、

原
則
と
し
て
全
講
座
受
講
で
き
る

方

4
９
月
１３
日
、
２０
日
、
２７
日
、
１０

月
４
日
、
１１
日
、
１８
日
、
１１
月
１

日
、
い
ず
れ
も
日
曜
日
、
全
７
回
、

午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
４
時
３０
分

5
町
田
商
工
会
議
所

8
４０
人

7
５
０
０
０
円

2
電
話
で
町
田
商
工
会
議
所
（
1

７
２
４
・
６
６
１
４
）
へ
。

1
産
業
観
光
課
1
７
２
４
・
２
１

２
９

　
介
護
者
の
経
済
的
・
精
神
的
負

担
を
軽
減
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

次
の
条
件
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

に
対
し
、
紙
お
む
つ
の
支
給
を
行

っ
て
い
ま
す
。

3
６５
歳
以
上
で
町
田
市
に
住
民
登

録
が
あ
り
、
在
宅
で
生
活
し
て
い

る
方
▽
介
護
保
険
に
お
け
る
要
介

護
状
態
区
分
４
ま
た
は
５
の
判
定

を
受
け
て
い
る
方
▽
平
成
２１
年
度

市
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
し
て
い

る
方

1
高
齢
者
福
祉
課
1
７
２
４
・
２

１
４
６

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
サ
ー
ビ
ス
（
子
ど

も
会
等
活
動
支
援
事
業
）・
１０
月

分
】

　
８
月
２
日
（
日
）
午
前
１０
時
ま

で
に
ひ
な
た
村
へ
直
接
お
い
で
下

さ
い
。

　
土
・
日
曜
日
、
祝
日
で
は
、
３

日
、
４
日
、
１１
日
、
１８
日
、
２４
日
、

２５
日
以
外
で
の
利
用
と
な
り
ま
 

す
。
平
日
に
つ
い
て
は
ご
相
談
下

さ
い
。

※
第
１
・
第
３
火
曜
日
、
祝
日
の

翌
日
は
お
休
み
で
す
。

1
ひ
な
た
村
1
７
２
２
・
５
７
３

６表
彰
し
ま
す

　
市
と
町
田
商
工
会
議
所
で
は
、

技
能
功
労
者
と
永
年
勤
続
従
業
員

の
表
彰
式
を
１１
月
１３
日
に
町
田
商

工
会
議
所
会
館
で
行
い
ま
す
。

　
次
に
該
当
す
る
技
能
職
者
は
技

能
団
体
な
ど
が
、
永
年
勤
続
従
業

員
は
事
業
所
が
、
９
月
１
日
ま
で

に
推
薦
書
（
市
役
所
森
野
分
庁
舎

３
階
産
業
観
光
課
及
び
町
田
商
工

会
議
所
に
有
）
を
産
業
観
光
課
、
ま

た
は
町
田
商
工
会
議
所
に
提
出
し

て
下
さ
い
。

【
技
能
功
労
者
】

　
主
と
し
て
、
市
内
で
技
能
的
職

業
に
従
事
し
、
市
内
に
引
き
続
き

５
年
以
上
居
住
し
て
い
て
、
経
験

年
数
２５
年
以
上
、
年
齢
が
５０
歳
 

（
表
彰
日
現
在
）
以
上
で
、
優
れ

た
技
能
を
も
ち
、
徳
行
が
著
し
 

く
、
後
進
の
模
範
と
な
っ
て
い
る

方
（
過
去
に
同
一
の
表
彰
を
受
け

た
方
は
対
象
外
）

【
永
年
勤
続
従
業
員
】

　
市
内
の
同
一
の
中
小
企
業
に
勤

務
し
、
勤
続
年
数
が
①
１０
年
以
上

②
２０
年
以
上
③
満
３０
年
（
基
準
日

は
い
ず
れ
も
４
月
１
日
）
の
方
 

（
過
去
に
同
一
年
の
表
彰
を
受
け

た
方
は
対
象
外
）

1
町
田
市
産
業
観
光
課
1
７
２
４

・
２
１
２
９
、
町
田
商
工
会
議
所

1
７
２
２
・
５
９
５
７

【
新
た
に
３
人
が
認
定
さ
れ
ま
し

た
】
　

　
家
庭
福
祉
員
と
は
、
保
育
士
等

の
一
定
の
資
格
及
び
条
件
を
満
た

し
、
市
の
認
定
を
受
け
た
方
が
仕

事
等
で
保
育
が
で
き
な
い
保
護
者

に
代
わ
っ
て
保
育
を
す
る
制
度
で

す
。

　
家
庭
福
祉
員
に
よ
る
保
育
は
、

集
団
保
育
と
異
な
り
、
家
庭
福
祉

員
の
自
宅
の
専
用
室
に
お
い
て
家

庭
的
な
雰
囲
気
の
中
、
子
ど
も
一

人
ひ
と
り
の
個
性
や
リ
ズ
ム
に
合

わ
せ
た
保
育
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
の
が
大
き
な
特
徴
で
す
。

　
こ
の
た
び
、
８
月
１
日
か
ら

２
人
、
９
月
１
日
か
ら
１
人
を

家
庭
福
祉
員
と
し
て
認
定
し
ま

し
た
の
で
、
家
庭
福
祉
員
に
預

け
た
い
児
童
を
募
集
し
ま
す
。

保
育
可
能
な
児
童
次
の
条
件
を
満

た
し
て
い
る
こ
と
①
市
内
在
住
の

０
歳
か
ら
２
歳
ま
で
の
児
童
②
認

可
保
育
園
に
す
で
に
申
し
込
み
を

し
て
い
て
、
待
機
児
童
と
な
っ
て

い
る
こ
と

　
家
庭
福
祉
員
に
よ
り
、
お
預
か

り
で
き
る
定
員
や
条
件
が
異
な
り

ま
す
。

　
利
用
に
あ
た
っ
て
は
家
庭
福
祉

員
も
し
く
は
子
育
て
支
援
課
（
1

７
２
４
・
２
１
３
７
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

新たに家庭福祉員となる方

開所日 住所

能ケ谷町

玉川学園

東玉川学園

電話番号

1736・7699

1729・7853

1723・5090

名前

あきば

秋庭

しちり

七里

おおくら

大倉

　
教
育
セ
ン
タ
ー
で
は
、
毎
月
出

張
教
育
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
不
登
校
、
非
行
、
勉
強
や
進
路

の
悩
み
、
親
と
子
の
関
係
な
ど
で

お
困
り
の
方
は
、
お
気
軽
に
ご
相

談
下
さ
い
。
専
門
の
相
談
員
が
お

答
え
し
ま
す
。

　
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

時
間
午
前
１０
時
〜
正
午

2
相
談
希
望
の
方
は
、
電
話
で
教

育
セ
ン
タ
ー
（
1
７
９
２
・
６
５

４
６
）
へ
。

○紙資源は雨の日でも出すことがで
きます（紙はぬれても大丈夫です）。
○古新聞、ダンボール、雑誌類はヒ
モでしばって出して下さい。

○雑紙類は雑誌の間にはさむか紙袋
に入れてヒモでしばって出して下さ
い。
○ビニール袋には入れないで下さい。

○古着（古布）は水にぬれるとリサ
イクルできません。雨の日には出さ
ないで下さい。
○雨上がりで集積所がぬれている時
も出さないで下さい。
○洗濯をしてよく乾燥させてから、
天気のよい日に透明または半透明の
袋に入れて口をしばって出して下さ
い。

8月1日

9月1日

技

能

功

労

者

永
年
勤
続
従
業
員

ひ
な
た
村
利
用
者
抽
選
会

お

詫

び

ざつがみ

古新聞等はまとめて、小さい紙等
は紙袋に入れて、ヒモでしばる

1清掃事務所1797・7111

　
本
紙
７
月
１１
日
号
８
面
７

月
２０
日
欄
掲
載
の
、
移
動
図

書
館
日
程
「
３
時
　
ゆ
う
き

山
公
園
」
は
誤
り
で
し
た
。

　
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
 

す
。

1
広
報
広
聴
課
1
７
２
４
・

２
１
０
１

市長の生の声を聞くことができます


